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仏跡シリーズ② 〈コレシュリの石仏〉

　コレシュリは伝説的な山で、山頂に湖があり、仏陀や

ジャイナ教の教祖マハビーラらの、この山でのエピソー

ドがある。今はヒンズー教徒の聖地となっている。ブダ

ガヤの郊外にある。（カメラ・松本栄一）

財団法人　全日本仏教会
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全
日
本
仏

㎜
教
徒
会
議大

会
監
事
な
ど
も
き
ま
る

　
第
二
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
埼
玉
大
会

は
、
十
月
七
日
午
前
九
時
半
よ
り
、
埼
玉
県
浦

和
市
の
埼
玉
会
館
に
お
い
て
開
催
す
る
。

　
あ
と
わ
ず
か
一
カ
月
余
と
な
り
、
地
元
の
埼

玉
県
仏
教
会
で
は
、
実
行
委
員
会
を
中
心
に
全

県
下
寺
院
が
鋭
意
努
力
し
て
い
る
。
特
に
実
行

委
員
会
で
は
、
大
会
の
成
功
を
目
指
し
て
各
部

門
の
担
当
役
員
が
そ
れ
ぞ
れ
に
最
終
準
備
に
と

（
国
電
浦
和
駅
寸
寸
・
徒
歩
五
分
）

り
か
か
り
、
会
合
も
事
務
局
会
議
、
実
行
委
員

会
、
参
議
参
与
会
、
部
会
、
全
仏
と
打
合
会
な

ど
数
度
と
な
く
開
か
れ
て
い
る
。

　
全
日
仏
事
務
局
も
組
繊
部
が
申
心
と
な
っ
て

準
備
し
、
埼
玉
県
仏
と
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら

順
調
に
準
備
を
す
す
め
、
大
会
監
事
も
決
定
し

た
の
で
、
い
よ
い
よ
埼
玉
県
会
、
全
日
仏
．
大

会
監
事
な
ど
の
全
体
会
議
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
　
（
全
体
会
議
は
左
記
の
日
時

に
開
催
の
予
定
で
す
）

　
九
月
十
六
日
午
前
十
時
　
於
・
埼
仏
会
館

　
十
月
　
一
日
午
後
二
時
於
・
立
仏
会
館

第
2
5
回
埼
玉
大
会
日
程

8
時
9
時
3
0
分

10
桙
R
0
分

11
桙
R
0
分

12131516

受
付
開
始

開
会
式

記
念
碑
演
一
斉
藤
栄
三
郎
先
生

総
会
休
憩
昼
食

各
部
会

全
体
会
議

閉
会
式

記
念
行
事
の

ご
　
案
内

　
①
名
僧
墨
蹟
展

大
会
に
先
だ
っ
て
九

月
十
五
日
よ
り
二
十
日
ま
で
の
六
日
間
、
大
宮

・
高
島
屋
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。
各
宗
派
の

管
長
を
は
じ
め
、
宗
務
総
長
、
長
老
等
に
揮
毫

た
ま
わ
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
と
も
足
を
お
運
び
下

さ
い
。

　
②
仏
教
幼
児
画
展
　
十
月
五
日
よ
り
大
会
日

の
七
日
ま
で
埼
玉
会
館
に
て
、
か
わ
い
い
子
供

た
ち
の
絵
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

　
③
文
書
伝
道
資
料
展
　
宗
派
、
県
仏
、
団
体

や
地
域
仏
教
会
、
各
寺
院
に
お
い
て
発
行
す
る

会
報
、
竈
馬
、
ハ
ガ
キ
伝
道
な
ど
の
文
書
伝
道

の
力
作
を
、
大
会
当
日
の
十
月
七
日
に
埼
玉
会

館
に
て
展
示
い
た
し
ま
す
。
布
教
の
一
助
と
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

都
道
府
県
仏
代
表

者
会
議
の
ご
案
内

　
大
会
の
前
日
に
全
国
都
道
府
県
仏
代
表
者
会

議
を
左
記
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

議会日
題場時

費参
用加

十
月
六
日
　
午
後
一
時
よ
り

浦
和
市
　
埼
玉
県
仏
教
会
館

都
県
府
県
単
位
に
お
け
る
仏
教
会
の

活
動
を
よ
り
伸
展
す
る
た
め
の
方
策

に
つ
い
て

都
道
府
野
仏
教
会
代
表
者
　
二
名

一
名
五
千
円
（
宿
泊
費
な
ど
）

第25回全日本仏教徒会議埼玉大会

、
つ仏教を現代に生かそ

浦和市埼玉会館昭和52年10月7日

西
に
、
秩
父
の
山
々
を
の
ぞ
む

関
東
の
沃
野
埼
玉
県
に
、
全
国

の
仏
教
徒
が
参
集
さ
れ
ん
こ
と

を
…
…

財
団
法
人
埼
玉
県
仏
教
会

埼
玉
大
会
実
行
委
員
会

浦
和
市
高
砂
四
の
十
三
の
十
八

埼
仏
会
館
内

〒
鵬
〇
四
八
八
（
六
一
）
一
＝
三
八

一
2
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総
務
委
員
会
開
く
雛
黒
謙

　
第
四
回
総
務
委
員
会
（
白
川
委
員
長
）
は
七

月
二
十
九
日
午
後
一
．
時
半
よ
り
、
全
日
仏
会
議

室
に
お
い
て
、
次
の
議
題
に
そ
っ
て
討
議
さ
れ

た
。
　
◎
大
会
日
程
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
の

あ
と
、
総
持
寺
で
昼
食
会
を
催
し
て
も
よ
い
、

起
草
委
員
会
は
ツ
ー
ト
ー
ビ
ル
あ
た
り
が
好
ま
・

し
い
、
歓
迎
大
会
の
会
場
は
早
急
に
決
定
し
て

ほ
し
い
、
十
月
一
日
は
日
曜
日
で
会
場
予
約
不

可
能
の
場
合
は
九
月
三
十
日
で
は
ど
う
か
」
な
一

ど
の
意
見
が
だ
さ
れ
た
。

　
◎
ポ
ス
タ
ー
、
勧
募
箱
、
感
謝
状
な
ど
に
つ

い
て
は
、
事
務
局
報
告
で
了
承
さ
れ
た
。
す
で

に
勧
募
箱
は
完
成
し
て
い
る
。
ま
た
鬼
原
画
伯

の
仏
画
展
開
催
に
つ
い
て
は
、
全
日
仏
協
賛
、

大
会
記
念
と
い
う
こ
と
で
了
承
さ
れ
た
σ

　
◎
W
F
B
日
本
大
会
事
務
局
に
つ
い
て
、
全

日
仏
一
般
事
務
と
重
複
し
て
仕
事
に
従
事
し
て

い
る
現
状
を
早
急
に
改
善
し
て
、
大
会
事
務
局

を
発
足
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
だ
さ

れ
た
。

　
◎
規
定
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
制
定
す
べ
き

で
あ
る
が
、
全
日
仏
理
事
会
に
一
．
任
し
た
い
と

の
意
見
が
強
く
出
さ
れ
た
。
ま
た
新
宗
教
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
も
統
一
意
見
は
困
難
で
あ
る

の
で
理
事
会
一
任
と
し
た
い
。

関
西
事
務
局
と
連
絡
会

　
第
十
二
回
W
F
B
日
本
大
会
は
東
京
、
京
都

を
中
心
と
し
て
開
催
さ
れ
る
た
め
、
全
日
仏
関

西
事
務
局
と
の
打
ち
合
せ
も
数
を
重
ね
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
六
月
二
十
三
日
に
そ
の
打
ち

合
せ
連
絡
会
が
、
京
都
・
和
順
会
館
で
十
時
よ

り
開
か
れ
た
。

　
会
議
は
安
藤
全
日
仏
次
長
と
藤
田
関
西
事
務

総
長
の
挨
拶
に
つ
づ
い
て
、
鎌
田
部
長
よ
り
大

会
へ
む
け
て
の
経
過
報
告
、
市
橋
部
長
よ
り
勧

募
報
告
が
あ
っ
た
。
藤
田
師
を
座
長
に
選
出
し

次
の
事
項
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

　
◎
旧
程
に
つ
い
て
事
務
局
案
を
説
明
し
た
と

こ
ろ
、
関
西
側
と
し
て
は
「
な
る
べ
く
タ
イ
ト

な
日
程
は
さ
け
る
」
、
「
東
京
で
会
議
中
心
と

し
、
関
西
は
参
拝
中
心
で
ど
う
か
」
、
　
「
関
西

で
は
会
議
の
報
告
を
う
け
る
程
度
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

　
◎
宿
泊
に
つ
い
て
は
「
東
京
と
の
関
連
業
者

の
利
用
が
好
ま
し
い
」
。
寺
院
参
拝
便
宜
供
与

に
つ
い
て
は
「
関
西
事
務
局
と
し
て
実
施
」
。

サ
ヨ
ナ
ラ
パ
ー
テ
ィ
等
の
会
場
は
「
京
都
国
際

会
議
場
が
よ
い
」
な
ど
の
意
見
が
だ
さ
れ
た
。

勧
募
（
第
三
部
門
）
委
員
会

　
関
西
を
申
心
と
す
る
勧
募
委
員
会
第
三
部
門

（
小
林
委
員
長
）
は
、
六
月
二
十
三
日
午
後
一

時
よ
り
京
都
・
和
順
会
館
第
一
会
議
室
に
お
い

て
開
か
れ
、
小
林
委
員
長
を
座
長
に
指
名
し
て

協
議
に
入
っ
た
。
市
橋
部
長
よ
り
事
務
局
の
経

過
報
告
と
弓
田
第
一
・
二
合
同
委
員
会
了
承
事
．

項
を
説
明
、
こ
れ
に
も
と
づ
き
東
西
の
区
分
、
．

特
別
・
一
般
寺
院
勧
募
額
東
西
配
分
、
勧
募
方

学

法
な
ど
を
協
議
し
、
ほ
ぼ
事
務
局
案
が
了
承
さ

れ
た
。
次
回
九
月
九
日
の
予
定
。

仏
教
英
語
研
究
会

身
延
山
で
夏
期
合
宿

　
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
の
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
仏
教

英
語
研
究
会
の
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
が
、
去
る
七
月

二
十
日
よ
り
二
十
六
日
ま
で
、
身
延
山
久
遠
寺

の
御
好
意
に
よ
り
身
延
山
研
修
道
場
を
会
場
に

御
提
供
い
た
だ
き
開
催
さ
れ
た
。

　
仏
教
英
語
研
究
会
は
、
去
る
五
月
よ
り
毎
月

四
回
、
新
宿
の
常
円
寺
を
会
場
と
し
て
開
催
さ

れ
て
い
る
が
、
七
月
か
ら
夏
期
休
暇
に
入
る
た

め
塁
審
講
義
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
二
十
八
名
の
学

生
が
参
加
、
講
師
に
は
松
涛
弘
道
、
花
山
勝
友

田
村
自
誓
、
小
笠
原
隆
元
、
佐
伯
真
光
の
各
師

が
交
替
で
あ
た
り
、
ま
た
他
に
外
人
講
師
一
．
一
名

を
招
き
、
厳
し
い
暑
さ
の
中
で
熱
心
に
研
修
が

行
な
わ
れ
た
。

　
ま
ず
、
二
十
日
の
十
二
時
三
十
分
に
集
合
、

開
会
式
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、
ブ
リ

ー
ト
ー
キ
ン
グ
を
行
な
い
一
日
目
は
終
了
。
二

日
目
か
ら
は
午
前
、
午
後
各
三
時
間
つ
つ
講
義

夜
は
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
を
し
、
そ
の
他
、
各

月
益
と
に
英
語
の
壁
新
聞
を
作
製
す
る
こ
と
と

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
研
修
の
ほ
か
に
、
期

懐
中
二
回
、
久
遠
寺
の
朝
の
勤
行
に
随
喜
し

さ
ら
に
ハ
イ
キ
ン
グ
を
か
ね
て
奥
の
院
を
参
拝

し
た
。
二
十
六
日
正
午
よ
り
閉
会
式
を
行
な
い

参
加
者
全
員
で
英
語
、
パ
ー
リ
語
で
三
帰
依
文

を
唱
和
し
、
散
会
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
集
申
講
義
は
来
春
、
夏
に
も
開

催
の
予
定
で
あ
る
。

瓢
世
紀
に
お
く
る
仏
陀
の
メ
ッ
セ
↓
ン

第
η
回
剛
界
仏
教
徒
△
．
議
会

●
と
き
／
昭
和
5
3
年
1
0
月
1
日
亭
6
日
　
●
と
こ
ろ
／
東
京
・
京
都
●
主
催
／
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
・
第
1
2
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
事
務
局
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

一
3一

’
　
呪

賦
哨－－一

o，耀F渦＝　　・一　￥　～「σ覧

　7暇・ず一

’

L＝　　　亭F



「
義
ぎ

ド

ザ

㌧

◎

全　　　仏
第3種郵便物認可昭和52年9月1日

　　　　　　　　　　　　襲　　　　　　　　　黛　　　　　　　　馨　　　　繊馨難

　
テ
レ
ビ
や
狭
い
空
間
で
遊
ぶ
現
代
ツ
子
に
と
っ
て
、
み
ず
み
ず
し
い
自
然
に
触
れ
る
こ

と
は
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る
の
に
非
常
な
プ
ラ
ス
と
な
る
。
特
に
夏
休
み
を
利
用
し

て
、
仏
さ
ま
の
教
え
を
も
と
に
し
た
合
宿
が
、
各
宗
派
・
本
山
・
仏
国
な
ど
で
組
ま
れ
て

い
る
の
で
、
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
。
こ
れ
ら
合
宿
で
は
、
異
な
っ
た
環

境
、
新
ら
し
い
友
達
と
の
交
流
を
通
し
て
、
お
寺
と
い
う
場
で
仏
教
の
創
作
的
学
習
と
、

集
団
訓
練
を
学
ば
せ
る
も
の
で
あ
る
。

少
年
少
女
の
修
養
道
場

　　

@　

黶
@
　
　
日
　
蓮
　
宗

　
夏
休
み
は
子
供
た
ち
に
と
っ
て
た
い
せ
つ
な

生
活
の
場
で
す
。
こ
の
子
供
た
ち
を
対
象
に
、

自
然
の
申
で
仏
さ
ま
の
教
え
を
も
と
に
し
た
規

律
あ
る
生
活
を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
、
各
地
の

七
去
宗
寺
院
で
「
少
年
少
女
の
修
養
道
場
」
が

開
設
さ
れ
て
い
る
。

轟

　
写
真
（
上
）
は
日
蓮
宗
本
遠
寺
の
本
堂
で
の

仏
前
作
法
（
下
）
は
曹
洞
宗
東
光
寺
の
写
経

　
こ
れ
は
全
国
日
蓮
宗
青
年
会
に
加
盟
す
る
単

位
日
青
（
宗
務
所
単
位
の
日
蓮
宗
青
年
会
）
が

中
心
と
な
っ
て
開
催
す
る
所
が
多
く
、
宗
務
院

や
宗
務
所
等
が
後
援
し
て
い
る
。
ま
た
一
寺
院

で
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
か
な
り
あ
り
、
日

蓮
宗
の
青
少
年
教
化
に
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
し

め
て
い
る
。
今
こ
こ
で
は
東
京
東
部
日
蓮
宗
青

年
会
に
道
場
の
模
様
を
語
っ
て
も
ら
う
。

　
東
京
東
部
日
青
の
主
催
す
る
「
修
養
道
場
」

は
本
年
第
六
回
目
を
迎
え
る
。
毎
年
七
月
と
八

月
の
お
盆
の
あ
い
だ
頃
に
開
設
す
る
が
、
本
年

は
八
月
二
～
五
日
の
三
泊
四
日
、
山
梨
県
身
延

町
の
本
遠
寺
を
会
場
に
、
小
学
生
七
十
名
、
中

学
生
十
五
名
が
参
加
し
て
開
設
さ
れ
た
。

　
会
場
の
本
遠
寺
は
広
々
と
し
た
境
内
と
、
江

戸
初
期
建
立
の
本
堂
と
い
う
自
然
そ
の
も
の
で

自
然
に
恵
ま
れ
な
い
都
会
の
子
供
た
ち
は
の
び

の
び
と
過
す
の
に
は
最
適
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
環
境
の
中
で
、
家
庭
や
学
校
で
は
で
き
な

い
仏
教
的
オ
ー
プ
ン
教
育
を
や
ろ
う
と
い
う
の

が
ネ
ラ
イ
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
ス
タ
ッ
フ
は

如
簾
会
員
、
O
B
会
員
の
ほ
か
に
、
小
学
校
教

員
、
仏
教
系
大
学
生
、
体
育
大
学
生
、
栄
養
士

な
ど
の
お
手
伝
い
を
得
て
指
導
に
当
り
、
朝
六

時
の
起
床
か
ら
夜
の
不
寝
番
ま
で
汗
ま
た
汗
…

…
で
あ
る
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
で
、

唱
題
行
、
お
つ
と
め
　
釈
迦
伝
、
酒
面
、
仏
前

作
法
、
礼
儀
作
法
、
写
経
、
法
話
、
身
延
山
登

詣
な
ど
の
修
養
に
は
げ
む
ほ
か
、
楽
し
み
と
し

て
の
か
が
り
火
の
集
い
、
ゲ
ー
ム
大
会
、
新
閲

作
り
、
映
画
、
山
登
り
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。

こ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
ひ
ろ
っ
て
み
よ
う
。

（
唱
題
行
）
子
供
た
ち
に
と
っ
て
最
も
き
び
し

い
行
で
、
毎
夜
一
本
の
ロ
ー
ソ
ク
の
な
か
で
、

正
座
で
お
題
目
を
唱
え
る
。
姿
勢
が
悪
い
と
青

竹
で
ぶ
た
れ
る
の
で
、
子
供
た
ち
は
エ
ン
マ
棒

と
名
付
け
た
。

（
写
経
）
身
も
心
も
浄
心
に
し
て
一
枚
の
紙
に

む
か
う
。
正
座
の
足
が
痛
い
の
か
途
中
か
ら
や

は
り
字
が
乱
れ
る
の
は
し
か
た
な
い
…
。

（
か
が
り
火
の
集
い
）
本
堂
か
ら
代
表
に
よ
っ

て
は
こ
ば
れ
た
一
本
の
二
字
ソ
ク
の
灯
は
、
輪

に
な
っ
た
一
人
一
人
の
ロ
ー
ソ
ク
に
点
じ
大
き

な
光
の
輪
に
な
る
。
か
が
り
火
に
点
火
さ
れ
ク

4

」
　
　
儒

↓

♂
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ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
。
ダ
ン
ス
、
歌
、
．
花
火
は
す
ば

ら
し
い
夏
休
み
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
な
る
。

（
山
の
ぼ
り
）
日
蓮
宗
総
本
山
の
身
延
山
参
拝

の
あ
と
奥
之
院
ま
で
三
時
間
の
山
の
ぼ
り
は
子

供
同
士
の
助
け
合
い
が
み
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
子
供
た
ち
を
自
然
の
中
で
の
び

の
び
と
、
そ
し
て
き
び
し
く
指
導
し
、
．
一
つ
の

小
さ
い
経
験
を
つ
ま
せ
ま
す
。
（
事
務
局
責
）

団
一

楽念仏奉仕
浄土真宗本願寺派

児
一

　
蝉
し
ぐ
れ
が
に
ぎ

や
か
に
聞
こ
え
て
く

る
と
子
供
た
ち
に
と

っ
て
は
、
待
ち
に
待

っ
た
夏
休
み
で
す
。

西
本
願
寺
白
洲
に

も
、
子
供
た
ち
の
姿

が
目
だ
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
年
も

恒
例
の
児
童
念
仏
峯

仕
出
が
始
ま
り
ま

す
。　
七
月
二
十
五
日
よ

り
、
八
月
二
十
七
日

ま
で
の
あ
い
だ
、
全

国
よ
り
仏
の
子
ど
も

の
集
合
で
す
。
大
人

た
ち
の
よ
う
に
、
白

い
タ
ス
キ
を
肩
か
ら
か
け
、
胸
の
ワ
ッ
ペ
ン
が

少
し
違
う
だ
け
で
す
。
本
山
で
新
鶯
さ
ま
の
み

教
え
を
聞
き
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
奉
仕
し
て
い

く
な
か
で
、
身
も
心
も
、
立
派
に
仏
の
子
ど
も

に
な
ろ
う
と
勉
強
す
る
つ
ど
い
で
す
ゆ
．

　
A
コ
ー
ス
・
B
コ
γ
ス
と
、
二
つ
め
コ
ー
ス

に
わ
か
れ
て
、
約
九
百
名
の
子
供
た
ち
が
参
加

し
ま
す
。
地
域
は
、
遠
く
熊
本
を
は
じ
め
十
八

教
区
よ
り
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
年
参

加
し
て
い
る
常
連
組
も
か
な
り
の
人
数
で
す
。

　
両
コ
ー
ス
と
も
参
加
資
格
は
、
小
学
校
五
年

生
～
中
学
三
年
生
ま
で
。
A
コ
ー
ス
の
定
員
は

二
百
名
で
、
午
前
九
時
半
開
始
、
翌
日
正
午
解

散
の
一
泊
二
日
置
主
に
奉
仕
活
動
が
中
心
で
、

夜
の
自
主
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
引
網
者
の
指
導
が
中
心
と
な
っ
て
行
な
わ
れ

て
い
く
と
こ
ろ
に
特
長
が
あ
り
ま
す
。
B
コ
ー

ス
は
定
員
襲
名
で
、
午
後
一
時
開
始
、
翌
々
日

の
正
午
解
散
の
二
泊
三
日
で
す
。
主
に
研
修
が

中
心
と
な
っ
た
奉
仕
団
で
、
団
体
生
活
の
規
律

や
意
義
を
学
び
、
み
ん
な
仏
の
子
で
あ
る
こ
と

を
自
覚
さ
せ
て
い
く
と
こ
ろ
に
特
長
が
あ
り
、

生
活
指
導
ま
で
が
竜
谷
大
、
京
都
女
子
大
の
宗

教
々
育
部
の
学
生
た
ち
の
手
伝
い
を
得
て
、
担

当
者
た
ち
が
行
っ
て
い
き
ま
す
。
特
に
B
コ
ー

ス
で
は
、
日
頃
か
ら
日
校
（
子
ど
も
会
）
活
動

緑
蔭
に

　
　
　
　
一

を
さ
れ
て
い
る
所
が
中
心
と
な
る
よ
う
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、
班
活
動
で
地
域
交
流
を
図

る
と
と
も
に
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
等
の
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
的
要
素
も
含
ん
で
い
ま
す
。

　
児
童
念
仏
奉
仕
団
は
、
す
で
に
十
年
以
上
の

歴
史
を
も
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
昭
和
四
十

八
年
以
前
は
参
拝
部
の
業
務
で
し
た
が
、
児
童

教
化
の
一
環
で
あ
る
と
い
う
観
点
よ
り
、
四
十

八
年
度
に
は
農
人
青
少
年
部
（
墨
壷
織
部
）
と

の
共
感
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
参
加
者
の
増

加
で
、
五
十
一
年
度
よ
り
、
参
拝
部
と
組
織
部

研
修
部
の
各
担
当
が
協
議
し
、
夏
休
み
期
間
申

に
大
規
模
に
全
国
か
ら
子
供
奉
仕
団
を
募
集
し

た
結
果
、
十
四
教
区
よ
り
六
百
五
十
名
の
参
加

を
み
た
わ
け
で
す
。
長
期
に
わ
た
妙
多
数
の
参

加
者
の
受
入
れ
、
何
も
か
も
が
初
め
て
の
試
み

で
あ
る
た
め
、
種
々
の
問
題
点
を
残
し
な
が
ら

も
、
そ
れ
な
り
の
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
。
　
（
組

織
部
）

】
禅
の
つ
ど

曹

、し

　
曹
洞
宗
に
お
け
る
青
少
年
向
け
の
教
化
活
動

と
し
て
、
近
年
で
は
各
地
に
「
禅
の
集
い
」
が

開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
新
潟
県
第
四
宗
務
所
管

内
で
も
、
届
出
の
あ
る
も
の
で
五
会
場
、
古
い

所
で
は
す
で
に
十
四
年
目
と
な
っ
て
い
る
。
届

出
の
な
い
会
場
を
含
め
る
と
、
ま
だ
各
地
で
類

似
し
た
活
動
が
多
数
実
行
に
移
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
今
こ
こ
に
紹
介
す
る
東
光
寺
会

場
は
、
よ
う
や
く
二
年
目
を
む
か
え
た
ば
か
り

で
、
最
も
新
ら
し
く
開
催
さ
れ
た
会
場
の
一
つ

洞

自
示

で
あ
る
。

　
東
光
寺
は
新
潟
市
か
ら
海
岸
沿
い
に
北
上
し

て
、
車
で
約
五
十
分
．
日
本
海
に
続
く
砂
丘
地

に
開
け
た
紫
辰
寺
町
に
あ
っ
て
、
松
林
に
囲
ま

れ
た
静
か
な
環
境
で
あ
る
。
伽
藍
は
か
な
ら
ず

し
も
大
き
い
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
の
種
の
催

し
に
使
う
に
は
大
変
恵
れ
て
い
る
と
思
う
。
こ

の
東
光
寺
に
集
る
の
は
近
在
の
申
学
生
で
、
五

十
名
の
募
集
に
対
し
．
初
年
度
は
三
十
四
名
、

二
年
目
の
今
年
は
四
十
三
名
で
、
そ
の
う
ち
十

名
は
二
年
連
続
の
参
加
で
あ
っ
た
。

　
第
四
宗
務
所
の
場
合
、
禅
の
集
い
の
日
程
は

七
月
末
か
ら
八
月
に
か
け
て
ほ
ぼ
二
泊
三
日
と

い
う
パ
タ
ー
ン
で
、
時
間
割
も
だ
い
た
い
似
か

よ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
光
寺

の
場
合
、
他
会
場
と
異
る
試
み
と
し
て
、
時
間

割
に
写
経
の
時
間
を
組
ん
で
み
た
の
で
あ
る
。

結
論
か
ら
い
う
と
、
こ
の
試
み
は
ま
ず
成
功
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。
禅
の
集
い
で
あ
る
か
ら
、

中
心
と
な
る
の
は
や
は
り
坐
禅
を
通
し
た
研
修

で
あ
る
が
、
写
経
の
試
み
は
子
供
達
に
と
っ
て

も
最
も
印
象
に
残
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
し
、
．

ま
た
家
庭
か
ら
の
反
響
が
な
か
な
か
好
評
な
の

で
あ
る
。

　
写
経
と
い
っ
て
も
、
申
学
生
で
あ
る
か
ら
短

い
．
も
の
で
よ
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、

普
段
用
い
る
お
経
の
う
ち
、
最
も
短
く
、
そ
れ

で
い
て
釈
尊
と
直
結
す
る
「
舎
利
礼
文
」
を
書

写
す
る
の
で
あ
る
。
一
般
に
写
経
に
は
「
般
若

心
経
」
が
用
い
ら
れ
る
が
そ
れ
よ
り
は
大
分
短

い
。
そ
れ
で
も
子
供
達
に
は
三
～
四
十
分
位
の

時
問
が
必
要
で
、
書
き
終
え
て
一
通
り
の
読
み

方
を
習
い
、
本
尊
前
に
御
供
え
す
る
ま
で
に
は

・
た
っ
ぷ
り
一
時
間
か
か
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し

坐
禅
の
時
以
外
は
な
か
な
か
お
し
ゃ
べ
り
の
や

め
ら
れ
な
い
子
供
達
も
、
こ
の
写
経
の
時
だ
け

は
意
外
に
静
か
で
行
儀
よ
く
取
組
み
、
我
々
を

感
心
さ
せ
て
く
れ
た
。
食
事
の
時
も
講
話
の
時

も
、
学
習
時
間
も
、
こ
の
写
経
の
時
程
に
は
行

儀
よ
く
正
坐
し
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
し
て
出
来
ば
え
も
、
め
っ
た
に
毛
筆
な

ど
使
う
こ
と
の
な
い
子
供
達
で
あ
る
が
、
手
本

に
半
紙
を
重
ね
て
、
文
字
通
り
写
し
と
る
と
い

う
方
法
で
は
結
構
う
ま
く
で
き
る
も
の
で
あ

自5劇
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る
。
書
写
し
た
も
の
は
三
宝
印
を
押
し
て
、
閉

会
式
に
終
了
証
と
し
て
本
人
に
返
し
、
帰
宅
し

て
か
ら
仏
壇
に
供
え
て
手
を
合
わ
せ
、
先
祖
、

家
族
に
無
事
終
了
の
報
告
を
す
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
日
常
の
生
活
で
は
ほ
と
ん
ど
正
座
す
る
と
い

う
こ
と
の
な
い
子
供
達
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た

禅
の
集
い
の
催
し
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ

で
あ
ろ
う
か
。
一
刻
も
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と

の
で
き
な
い
子
供
達
に
と
っ
て
、
こ
の
催
し
で

奉仕団
も
　
宗

ど》
」

土

ぎ
浄

てつお
一

　
総
本
山
知
恩
院
で

は
昭
和
四
十
二
年
七

月
に
浄
土
宗
青
少
年

教
化
対
策
の
一
環
と

し
て
、
全
国
関
係
寺

院
の
青
少
年
団
体
結

成
を
促
進
す
る
オ
ル

グ
を
育
成
す
る
と
共

に
、
　
「
お
て
つ
ぎ
運

動
」
の
積
極
的
滲
透

を
企
て
る
た
め
に
夏

休
み
を
利
用
し
、
こ

ど
も
に
よ
る
奉
仕
団

を
組
織
し
て
か
ら
、

本
年
で
第
十
一
回
を

数
え
ま
す
。

　
こ
の
間
、
昭
和
四

十
三
年
七
月
に
は
総

本
山
延
暦
寺
む
一
山

の
O
好
意
あ
る
O
協

力
に
よ
り
宗
祖
法
然

上
人
の
遺
跡
で
あ
る

西
塔
青
竜
寺
の
整
備

最
も
苦
し
い
の
が
坐
禅
と
正
座
の
足
の
い
た
さ

の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
じ
っ
と
静
か
に
坐

る
子
供
の
様
子
は
、
お
地
蔵
様
の
よ
う
で
、
実

に
美
し
い
姿
で
あ
り
、
指
導
す
る
立
場
の
我
々

に
逆
に
教
え
て
く
れ
る
も
の
が
あ
る
。
わ
ず
か

二
泊
三
日
の
間
で
は
あ
る
が
、
こ
の
間
の
体
験

は
子
供
心
に
と
っ
て
、
将
来
か
な
ら
ず
役
に
立

つ
も
の
と
信
じ
ぎ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
新
潟
県
養
泉
寺
・
佐
藤
孝
一
）

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
宗
門
子
弟
の
修
練
道
場

と
し
て
使
用
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
、
日
程

も
知
恩
院
一
泊
、
青
竜
寺
青
少
年
修
練
道
場
一

泊
の
二
泊
三
日
と
い
う
充
実
し
た
奉
仕
団
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。　
本
年
も
前
期
七
月
二
十
四
日
～
八
月
六
日
ま

で
、
後
期
八
月
十
八
日
～
二
十
四
日
ま
で
の
二

期
に
分
ち
、
約
二
千
名
の
こ
ど
も
が
全
国
よ
り

参
加
し
、
①
い
つ
も
手
を
合
わ
せ
、
仲
よ
く
い

た
し
ま
し
ょ
う
。
②
人
々
の
お
か
げ
を
喜
び
ま

し
ょ
う
。
③
法
然
さ
ま
の
お
し
え
を
守
り
ま
し

ょ
う
。
の
「
ち
か
い
」
を
胸
に
、
こ
ど
も
た
ち

の
奉
仕
団
活
動
は
、
仏
教
・
大
正
・
華
頂
・
家

政
・
東
海
な
ど
の
大
学
、
短
大
の
学
生
諸
君
の

熱
心
な
指
導
に
よ
り
、
小
さ
な
心
に
法
の
灯
し

び
を
点
ず
る
わ
け
で
す
。

　
こ
の
奉
仕
団
活
動
の
中
で
、
知
恩
院
で
の
夜

の
「
と
も
し
び
の
集
い
」
に
よ
り
一
層
の
感
激

を
与
え
る
と
と
も
に
、
青
竜
寺
の
「
夜
の
つ
ど

い
と
座
談
会
」
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
参
加
し
た
こ
ど
も
の
感
想
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
私
は
は
じ
め
て
こ
の
お
て
つ
ぎ
運
動
に
参

加
し
ま
し
た
。
友
達
が
で
き
る
か
と
少
し
心
配

で
し
た
が
、
み
ん
な
が
親
切
で
ホ
ッ
と
安
心
し

ま
し
た
。
知
恩
院
大
殿
で
の
お
っ
と
め
は
、
も

の
す
O
く
印
象
的
で
し
た
。
あ
の
よ
う
な
大
き

な
建
物
を
何
百
年
も
の
昔
、
人
女
は
ど
の
よ
う

に
し
て
造
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
三
門
の
絵
も

み
O
と
な
も
の
で
し
た
。
昔
の
人
々
が
こ
の
法

然
さ
ま
を
信
じ
て
心
を
こ
め
て
つ
く
っ
た
一
つ

一
つ
の
も
の
を
、
私
た
ち
は
今
見
る
こ
と
、
聞

く
こ
と
が
で
き
本
当
に
幸
福
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
比
え
い
山
で
の
道
は
急
で
つ
か
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
道
を
そ
の
昔
、
法
然
さ
ま
が
歩
い
た

大
切
な
道
だ
と
思
う
と
、
い
っ
ぺ
ん
に
力
が
わ

い
て
き
て
一
つ
の
希
望
の
光
が
私
を
ひ
つ
ぱ
？

て
く
れ
た
よ
う
で
す
。
私
達
は
こ
の
二
日
間
で

指
導
員
の
方
々
、
合
宿
長
さ
ん
の
お
話
し
で
大

切
な
も
の
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。
い
つ
ど
こ
で

も
南
無
阿
弥
陀
仏
と
い
う
念
仏
を
と
な
え
た
な

ら
ば
法
然
さ
ま
は
私
を
見
つ
め
て
下
さ
る
。
こ

の
言
葉
は
私
達
に
と
っ
て
最
も
必
要
な
こ
と
ば

で
し
た
。
こ
の
気
持
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
永

遠
に
持
ち
つ
づ
け
る
つ
も
り
で
す
。
」

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
ど
も
た
ち
の
心
に
法
然
上

人
の
お
し
え
が
ひ
ろ
が
り
、
お
念
仏
の
ふ
る
さ

と
で
、
こ
ど
も
た
ち
み
ん
な
仲
よ
く
手
を
つ
な

ぐ
奉
仕
団
活
動
で
し
た
。
　
（
お
て
つ
ぎ
運
動
本

部
）

青
少
年
比
叡
山
登
詣

　　

@　
@一

@
　
　
天
　
台
自
示

門
が
よ
く
融
合
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
班
単
位
の

集
会
に
多
く
の
時
間
を
費
し
て
、
現
代
っ
子
の

中
学
生
に
修
行
の
厳
し
さ
、
あ
ら
ゆ
る
人
や
物

へ
の
感
謝
、
友
人
の
大
切
さ
を
強
く
経
験
し
て

も
ら
っ
た
。

　
日
程
は
、
第
一
日
の
結
団
式
の
際
、
全
国
か

ら
集
合
し
た
生
徒
全
員
に
天
台
座
主
狸
下
よ
り

三
聚
受
戒
と
五
戒
の
授
戒
が
あ
り
、
夜
は
交
歓

会
と
し
て
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
と
お
み
や
げ
交
換

歌
唱
等
を
楽
し
み
、
旅
の
つ
か
れ
を
い
や
す
。
．

第
二
日
目
は
、
五
時
半
起
床
、
勤
行
、
座
禅
止

観
、
朝
礼
、
体
操
、
作
務
と
続
き
、
朝
食
と
如

法
作
法
に
よ
り
摂
る
。
次
に
三
士
の
諸
堂
迎
拝

法
話
、
如
法
写
経
な
ど
の
研
修
が
あ
り
、
休
憩

時
間
に
は
山
の
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
フ
ォ
ー

6

　
時
あ
た
か
も
宗
祖
伝
教
大
師
O
出
家
得
度
千

二
百
年
記
念
大
法
会
二
年
目
の
今
年
八
月
三
・

四
・
五
日
の
三
日
間
、
第
十
二
回
天
台
宗
青
少

年
比
叡
山
研
修
会
が
延
暦
寺
会
館
で
開
か
れ
た

今
回
の
参
加
者
は
全
国
二
十
余
教
区
の
檀
信
徒

子
弟
の
中
学
生
男
女
二
百
四
十
名
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
企
画
は
、
宗
祖
の
目
指
さ
れ
た
国
宝
的

人
材
養
成
の
一
環
に
な
り
、
青
少
年
の
教
化
育

成
と
い
う
国
家
的
要
請
に
あ
て
は
ま
り
、
　
「
直

ぐ
行
な
い
能
く
言
う
人
」
に
近
づ
け
る
よ
う
申

学
生
に
体
験
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
リ
ー
ダ
ー

の
青
少
年
男
女
の
研
修
に
な
る
よ
う
計
画
さ
れ

て
い
る
。

　
今
年
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
規
律
と
合
掌
」

で
、
修
行
研
修
部
門
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
面

一
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ク
ダ
ン
ス
や
歌
唱
、
班
集
会
な
ど
苦
と
楽
を
み

っ
ち
り
味
わ
う
。
夜
は
お
待
ち
か
ね
の
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
ゲ
ー
ム
、
歌
、
ス
タ
ン
ツ
を

出
し
合
い
二
時
間
遊
ぶ
◎
第
三
日
の
最
終
日
は

朝
方
は
前
日
と
同
じ
で
、
そ
の
あ
と
終
了
式
。
、

各
班
が
三
日
間
の
成
果
と
感
想
を
発
表
し
あ
い

全
国
の
仲
良
く
な
っ
た
友
達
や
リ
ー
ダ
ー
達
と

別
れ
を
つ
げ
る
。
こ
の
時
流
す
涙
は
一
生
忘
れ

ま
い
。
そ
し
て
帰
途
に
つ
く
。

　
こ
の
催
し
は
天
台
宗
務
庁
、
各
教
区
、
延
暦

寺
、
天
台
仏
塔
連
盟
の
智
者
が
一
体
と
な
り
、

協
力
し
あ
っ
て
実
施
さ
れ
、
第
一
回
か
ら
今
回

ま
で
約
四
千
名
近
く
の
中
学
生
が
登
山
し
て
い

る
。
ま
た
仏
青
男
女
の
活
躍
は
目
覚
し
い
も
の

が
あ
り
、
今
回
も
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
全
国
か
ら

八
十
名
近
く
の
若
者
が
参
加
し
、
全
力
を
尽
し

奉
仕
し
て
い
る
の
は
特
筆
さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。

全　　　仏
第3種郵便物認可

難
民
救
済
に
ご
協
力
を

日
本
宗
教
連
盟
よ
り
お
願
い

　
財
団
法
人
日
本
宗
教
連
盟
（
理
事
長
品
田
聖

平
一
構
成
団
体
・
教
派
神
道
連
合
会
・
全
日
本

仏
教
会
・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会
・
神
社
本

庁
・
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
）
で
は
、
七
月

二
十
二
日
開
催
の
理
事
会
に
お
い
て
、
国
際
連

合
難
民
高
等
弁
務
官
駐
日
名
誉
代
表
島
津
患
承

氏
よ
り
国
際
的
問
題
と
な
っ
て
い
る
イ
ン
ド
シ

ナ
漂
流
難
民
の
実
情
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

宗
教
界
に
協
力
を
要
請
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
わ
が
国
の
難
民
一
時
受
入
れ

は
一
九
七
五
年
六
月
よ
り
一
九
七
七
年
八
月
ま

で
の
総
滞
在
者
数
は
六
百
九
人
に
の
ぼ
り
、
こ

れ
ら
の
難
民
そ
の
他
の
入
部
が
な
お
相
当
期
間

わ
た
っ
て
一
時
滞
在
を
余
儀
な
ぐ
さ
れ
、
現
在

仮
住
居
で
あ
る
カ
リ
タ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
（
四
百

四
十
三
名
）
日
本
赤
十
字
．
（
二
十
一
名
）
天
理

教
（
五
十
四
名
）
立
正
佼
成
会
（
九
十
一
名
）
．

に
分
散
、
永
住
先
の
ア
メ
リ
カ
、
ノ
ル
ウ
ェ

1
、
ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
パ
ラ

グ
ァ
イ
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
各
国
へ
の
出
国
を
待
っ
て
い
る
現
状
で
あ

り
ま
す
。

　
し
か
し
現
在
を
通
じ
今
後
の
難
民
の
施
設
・

経
済
的
援
助
は
民
間
団
体
に
ま
か
さ
れ
困
難
を

き
わ
め
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
こ

の
漂
流
難
民
救
済
に
本
連
盟
は
宗
教
者
と
し
て

最
善
の
努
力
を
払
い
協
力
す
る
こ
と
を
由
・
し
合

わ
せ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
な
に
と
ぞ
こ
れ
ら
の
意
を
お
く
み
と
り
い
た

だ
き
各
教
宗
派
・
教
団
・
各
連
合
会
の
先
生
方

．
の
O
厚
情
に
お
す
が
り
し
、
こ
れ
ら
の
実
情
を

む
理
解
い
た
だ
い
て
難
民
の
仮
住
居
の
施
設
提

供
O
配
慮
を
賜
わ
ら
ん
こ
と
を
衷
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
出
来
ま
し
た
ら
資
金
益
援
助
・
御
厚

志
を
直
接
国
際
連
合
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所

へ
お
寄
せ
下
さ
い
ま
す
よ
う
重
ね
て
よ
ろ
し
く

お
力
添
え
の
程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
連
絡
先
】
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
二
の
二

の
一
・
新
大
手
町
ビ
ル
四
五
〇
号
室
／
国
際
連

合
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
　
電
〇
三
（
二
一

一
）
一
〇
二
六
～
九

…
加
盟
団
体
人
事

　
《
新
義
真
言
宗
》

　
新
義
真
言
宗
で
は
、
関
尚
道
管
長
の
任
期
満

了
に
伴
な
い
、
新
ら
し
く
加
藤
太
信
師
を
管
長

に
推
戴
し
た
。
ま
た
こ
れ
に
先
立
っ
て
病
気
辞

任
し
た
鈴
木
祐
朋
宗
務
総
長
の
後
任
選
挙
に
よ

り
下
平
耕
道
師
を
選
出
し
た
。

　
　
《
真
言
宗
御
室
派
》

　
真
言
宗
御
室
派
で
は
森
諦
圓
管
長
の
任
期
満

了
に
伴
な
い
、
後
任
管
長
・
総
本
山
仁
和
寺
門

跡
に
小
田
慈
舟
師
を
推
戴
し
た
。

　
　
《
真
宗
興
正
派
V

　
真
宗
興
正
派
で
は
、
高
橋
香
苗
宗
務
総
長
の

任
期
満
了
に
伴
な
い
、
越
智
品
濃
師
が
新
宗
務

総
長
に
就
任
し
た
。
内
局
の
参
学
に
は
田
中
照

海
（
教
学
）
、
直
井
宏
之
（
会
計
）
、
近
藤
順

良
（
庶
務
）
の
各
面
が
就
任
。

　
　
《
東
京
都
仏
》

　
東
京
都
仏
教
連
合
会
で
は
、
臨
時
総
会
を
増

上
寺
に
お
い
て
開
催
、
会
則
の
一
部
を
改
正
し

て
、
会
長
に
池
上
本
門
寺
の
金
子
日
威
貫
首
を

選
出
し
た
。
ま
た
理
事
長
の
ポ
ス
ト
を
新
設
し

桜
井
大
乗
師
を
選
ん
だ
。
明
年
の
世
界
仏
教
徒

会
議
日
本
大
会
の
開
催
地
と
し
て
、
ま
た
東
京

都
仏
結
成
五
十
周
年
を
ひ
か
え
て
の
新
体
制
に

大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

『F専権製本経

「一英堂製本所
　　　　　島　田　育英

小口寸法一寸五厘より、天金物

その臨御注文により製本お一致
します。

東京都板橋区赤塚4－29－17
〒175でんわ03．く938）3806
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（
青
森
県
仏
V

　
青
森
県
仏
教
会
で
は
役
員
改
選
が
行
な
わ
れ

赤
平
昌
道
会
長
が
退
任
し
、
新
ら
し
く
大
山
仙

遊
師
が
会
長
に
就
任
し
た
。
ま
た
事
務
局
長
に

は
石
岡
智
道
師
が
選
出
さ
れ
た
。

　
　
《
善
光
寺
〉

　
善
光
寺
で
は
、
大
勧
進
の
都
筑
玄
妙
住
職
退

任
に
伴
な
い
、
こ
の
ほ
ど
同
大
勧
進
第
九
十
八

代
の
住
職
に
三
浦
義
薫
師
を
選
出
し
た
。

　
　
《
関
西
事
務
局
》

　
妙
心
寺
派
、
本
願
寺
派
の
人
事
異
動
に
伴
な

い
関
西
事
務
局
の
国
際
、
文
化
の
部
長
が
交
代

と
な
り
ま
し
た
。

　
国
際
部
長
　
千
坂
精
道
　
就
任
　
妙
心
寺
派

　
　
〃
　
　
　
後
藤
純
一
　
退
任
　
　
　
〃
．
．

　
文
化
部
長
　
小
泉
宗
和
　
就
任
　
本
願
寺
派

　
　
〃
　
　
　
北
島
経
昭
　
退
任
　
　
　
〃
．

　
　
◇
掲
◇
示
◇
板
◇

　
　
　
大
阪
府
仏
教
徒
会
議

▼
大
阪
府
仏
教
会
（
西
口
公
教
会
長
）
で
は
、

・
「
第
十
五
回
大
阪
府
仏
教
徒
会
議
」
を
大
阪
南

御
堂
に
お
い
て
”
地
域
社
会
に
奉
仕
し
よ
う
ω
．

の
テ
ー
マ
で
開
催
す
る
。

　
　
　
青
森
県
仏
事
務
局
変
更

▼
青
森
県
仏
教
会
の
新
事
務
局
は
次
の
通
り
。

青
森
市
橋
本
三
丁
目
・
東
桜
寺
内

　
　
　
千
葉
県
仏
事
務
局
変
更

▼
千
葉
県
仏
教
会
の
新
事
務
局
は
次
の
通
り
。
．

千
葉
県
茂
原
市
下
太
田
一
五
六
五
・
萬
光
寺
内

　
　
　
北
海
道
仏
で
黒
い
法
要
追
放

▼
北
海
道
仏
教
会
連
盟
で
は
、
暴
力
団
の
資
金

集
め
な
ど
を
目
的
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
”
黒
い

法
要
”
の
追
放
を
決
議
し
た
。

　
　
　
全
国
仏
教
青
年
「
横
浜
会
議
」

▼
全
国
仏
教
青
年
「
横
浜
会
議
」
が
神
奈
川
県

仏
教
青
年
同
友
会
主
催
、
全
日
本
仏
教
青
年
会

の
後
援
で
、
七
月
二
十
九
日
午
後
一
時
よ
り
、

横
浜
・
華
正
楼
で
開
か
れ
、
「
今
、
全
日
仏
青

は
何
を
な
す
べ
き
か
」
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に

討
議
し
た
。

　
　
　
天
恩
師
歓
迎
会

▼
日
本
仏
教
幽
門
会
主
催
に
よ
る
、
天
恩
師
歓

昭和52年9月1日

本
門
法
華
宗
の
沿
革

　
　
　
－
全
国
寺
院
名
鑑
補
正
i

　
本
門
法
華
宗
よ
り
の
依
頼
に
よ
り
、
全
国
寺

院
名
鑑
の
掲
載
文
中
、
宗
派
概
観
1
4
・
⑥
本
門

法
華
宗
の
項
・
③
由
緒
沿
革
の
内
容
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
補
正
い
た
し
ま
す
。

　
　
本
門
法
華
宗

　
【
沿
革
】

　
宗
祖
は
日
蓮
上
人
、
派
祖
は
日
工
上
人
．
（
一

昭
和
五
十
一
一
年
九
月
一
日
発
行

四
六
四
年
寂
）
。
日
蓮
上
人
門
下
で
は
勝
劣
系

に
属
し
、
そ
の
中
で
も
法
華
経
本
門
八
品
を
正

意
と
す
る
教
団
で
あ
る
◎

　
明
治
七
年
日
蓮
宗
か
ら
勝
劣
派
が
分
立
し
、

更
に
同
九
年
勝
劣
派
か
ら
八
品
派
が
独
立
し
、

同
三
十
一
年
本
門
法
華
宗
と
改
称
し
た
。

　
昭
和
十
六
年
勝
劣
系
の
三
派
が
合
同
し
て
法

華
宗
と
称
し
た
が
、
昭
和
二
十
七
年
宗
教
法
人

法
の
施
行
に
よ
り
、
旧
本
門
法
華
宗
に
復
元

し
、
そ
の
本
門
法
華
宗
と
宗
名
と
す
る
教
団
で

あ
る
。発
行
人
鱒
渕
正
浩

迎
会
は
七
月
二
十
六
日
午
後
四
時
半
よ
り
、
本

郷
の
学
士
会
館
で
開
か
れ
た
。
全
日
仏
よ
り
安

藤
次
長
出
席
。

　
　
　
中
国
（
台
湾
）
仏
教
会
来
日

▼
釈
星
雲
法
師
を
団
長
と
す
る
一
行
が
、
日
中

仏
教
交
流
促
進
の
目
的
で
九
月
四
日
来
日
。

…覇

莓
ｶ
糠
盛

　
　
　
（
七
　
月
）

　
　
四
日
仏
教
英
語
研
修
会

　
　
七
日
W
F
B
日
本
大
離
業
社
説
明
会

　
　
九
日
　
局
内
会
議

　
　
　
　
　
仏
英
研
夏
期
ゼ
ミ
打
ち
合
せ

二
十
日
差
仏
教
英
語
夏
期
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

ニ
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
（
於
・
身
延
山
）

二
十
二
日
局
内
会
議

二
十
九
日
　
総
務
委
員
会

　
　
　
（
八
　
月
）

　
　
四
日
局
内
会
議

三
十
一
日
　
局
内
会
議

　
　
　
　
　
日
本
大
会
副
委
員
長
会
議

…
事
務
総
局
録
事
…

　
（
七
　
月
）

　
・
四
日

　
　
九
日

　
十
二
日

二
十
二
日

二
十
六
日

二
十
七
日

　
　
　
（
八

　
　
四
日

二
十
五
日

三
十
一
日

東
亜
常
務
理
事
会
出
席

局
内
会
議

都
民
お
盆
ま
つ
り
出
席

局
内
会
議

釈
天
恩
師
の
会
出
席

石
川
元
局
長
本
葬
参
列

　
月
）

局
内
会
議

日
本
仏
教
文
化
会
議

局
内
会
議

残
暑
御
見
舞

真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁

総
本
山
智
積
院
法
務
所

管
　
　
長

化
　
　
主

宗
務
総
長

寺
務
長

芙
蓉
良
順

別
所
副
因

総
務
部
長
小
沢
照
禧

教
学
部
長
　
占
者
　
野
　
　
一
　
能

教
化
部
長
岡
本
実
良

法
務
部
長
　
斎

隆
套

財
務
部
長
大
津
頼
宥

電
送
緬
報
渡
辺
直
行

京
都
市
東
山
区
七
条
東
瓦
町
九
六
四

〒
晒
〇
七
五
（
五
四
一
）
五
三
六
一

区
比
年
草
一
ノ
　
ノ
五
（
東
京
　
願
寺
内
）

一8一
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